
企業等による体験型講座

　平成28年8月6日（土）、東京都教職員研修センターで「企業等による体験型講座」（以下「体験型講座」という。）を昨年度に続き開催しました。
　この「体験型講座」は、企業やNPOが、主として学校に「出前授業」として提供している専門的で多彩な教育支援プログラムを一堂に
集め、子供たちに体験する機会を提供するものです。
　当日は、20のプログラム（午前5講座、午後15講座）に小学3年生から中学3年生までの約450名が参加しました。
　また、学校に導入する際の参考にしていただくために子供たちが講座を体験する様子を、先生方や学校関係者に公開しました。

企業との連携による学習活動の充実～「出前授業」で豊かな出会いと学びを～

午前の部（5講座）

午後の部（15講座）

午後の部（15講座）

タブレットでプログラミング 2016夏
～ぼく・わたしの遊べる物語を作ろう！～
伊藤忠テクノソリューションズ株式会社

 

チャレンジ！お菓子の株式会社
～株式会社とお金のしくみ～

日本証券業協会

【対象】小学４年生～６年生
【参加者の感想】プログラミングをやるだけで
はなく、どこで使われているのかも分かった。
［小４］

【対象】小学５年生～６年生
【参加者の感想】「体験」したから、聞くより分
かりやすかった。株の投資の仕方が、少し分
かった気がした。［小６］

日本を飛び出せ！世界のダンス体験教室
NPO法人　コモンビート

【対象】小学３年生～４年生
【参加者の感想】世界にはいろんな国があるん
だと、気付いた。［小３］

みんな今日から発明家！発明を知り、
体験しよう

日本弁理士会関東支部
　

【対象】小学５年生
【参加者の感想】「もっとこうした方がいい
な。」、「どうしよう。」、「あっ、こうすればいいん
だ！」の流れが何回かあった。［小5］

クレーンの秘密を体験しよう！
理科実験教室　

一般社団法人ディレクトフォース

【対象】小学３年生～４年生
【参加者の感想】定滑車や動滑車に二連滑車が
あって、それらがいろんなところで使われて
いるのを知った。［小４］

熱の伝わり方
三菱電機株式会社

【対象】小学４年生～６年生
【参加者の感想】金属の熱の伝わりやすさにつ
いて印象に残った。［小４］

不思議な光の性質を体験
理科実験教室

一般社団法人ディレクトフォース

【対象】小学４年生～６年生
【参加者の感想】光は水の中に入ると速さが
ゆっくりになることに、びっくりした。［小４］

明治食育セミナー
株式会社明治

【対象】小学３年生～６年生
【参加者の感想】私はあまり牛乳が好きではな
かったけれど、カルシウムがどれだけ大切か
が分かった。［小４］

南極くらぶ
～南極を知ろう！見よう！さわろう！～
NECネッツエスアイ株式会社

【対象】小学３年生～６年生
【参加者の感想】氷の中に１万年前、５万年前
の空気が閉じ込められていることが印象に
残った。［小６］

理科実験教室
～水処理膜と地球環境問題とのかかわり～

東レ株式会社

【対象】小学４年生～６年生
【参加者の感想】地球環境とどう結び付くのか
不思議だったけれど、講座を受け考えが深
まっていった。［小６］

地球生活体験学習
独立行政法人国際協力機構（JICA)
公益社団法人青年海外協力協会（JOCA）

【対象】小学５年生～６年生
【参加者の感想】開発途上国でも、みんな前向
きで笑顔だったということがとても印象に
残った。［小５］

楽しく学ぼう！
生活設計・マネープランゲーム
一般社団法人全国銀行協会

　　

【対象】中学生
【参加者の感想】ゲームを通して、人生のお金
の使い方などを学べた。いろいろな選択があ
り面白かった。［中１］

子どもサマー・スクール
株式会社みずほ

フィナンシャルグループ

【対象】小学４年生～６年生
【参加者の感想】通帳を持っているが、銀行が
お金を貸していることを初めて知り、お金の
動きに興味が出た。［小６］

まなぼう教室「円の価値って何？」
野村ホールディングス株式会社

【対象】小学４年生～中学生
【参加者の感想】ニュースの終わりに（円相場
について）言われていたことが、よく分からな
かったが、今回の説明で分かると思う。［中２］

インターネットを楽しく
安全に使うために必要なこと　

ニフティ株式会社

【対象】小学４年生～６年生
【参加者の感想】個人情報を流出しないため
にも、気を付けなければいけないと思った。
［小６］

オリンピックとパラリンピックに関する
ワークショップ

パナソニック株式会社

【対象】中学生
【参加者の感想】オリンピックはスポーツの大
会だと思っていたが、今回多くの人々の協力
が分かり、驚いた。［中１］

日本を飛び出せ！世界のダンス体験教室
NPO法人　コモンビート

【対象】小学５年生～６年生
【参加者の感想】ダンスを踊ったり、国旗にど
ういう意味があるのかが印象に残った。［小５］

企業等による体験型講座企業等による体験型講座

僕の私のフォーマルウェア
株式会社東京ソワール

【対象】小学５年生～中学生
【参加者の感想】自分で作ることによってとっ
ても楽しくなることが分かり、とても勉強に
なった。［小５］

ダイソン問題解決ワークショップ
一般財団法人

ジェームズダイソン財団

【対象】中学生
【参加者の感想】教えてもらうだけではなく、
自分で考える。むしろ、そっちの方が多くとて
も刺激的だった。［中１］

どんな自分にもなれる
～秘密を知りたい人集まれ～　

一般社団法人ドリームマップ普及協会

【対象】小学４年生～６年生
【参加者の感想】自分の夢を見付けられてよ
かった。［小４］

　  児童・生徒向け「夏休みスペシャル体験講座 in 水道橋」Ⅰ
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PTAの活動紹介企業等による体験型講座

　学校に導入する際の参考にしていただくために、いわゆる「授業参観」として、子供たちが講座を体験する
様子を、先生方や学校関係者にも公開したところ、約150名の参加がありました。

　  教員・コーディネーター向け「企業等による体験型講座」

アンケート結果～参加者の感想より

「今後必要に応じて、企業等の「出張授業」を活用してみたいと思った。」〔94％〕
○外部との連携協働は子供・学校に有益なのだと感じた。計画的に外部の資源を活用し、より充実した学習活動にしていきた
い。（小学校教員）

○子供たちが自分で社会へ歩んでいくためには、学校内だけに留まらず実社会とつながっていくことが必要だと思う。企業
ならではの専門性を学びの中に導入して作り上げていきたいと思った。（小学校教員）

○学校で習っていることが、こういうところで実社会で役立つというのを実感できる講座であり、受講した後、授業をしっか
り受けたくなるような講座が求められていると思った。（中学校教員）

　
「企業等の出張授業を活用したことがない。」〔50％〕
○企業の授業を一括して見られる機会がとてもありがたかった。企業ごとに特色を活かして児童生徒へアプローチがあり、
取組内容が分かりやすかった。（小学校教員）

「他校における教育支援プログラムとの連携の事例に触れる機会がない。」〔57％〕
○アクティブラーニングは謳（うた）われて久しいが、実際に子供たちの興味関心をひく実践的な指導展開が見られて良かっ
た。（中学校教員）

　　  分科会
　児童・生徒向け「夏休みスペシャル体
験講座in水道橋」の見学の後、「分科会」
として15の企業等団体担当者や実際に
プログラムを活用した学校8校から導
入事例の紹介がありました。

　　  全体会 
　台東区立上野小学校　神田しげみ校長より、「カリキュラム・マネジメント」の観点か
ら大学や企業等と学校との連携活用事例を紹介していただきました。

学校データ

PTAの活動紹介 第3回
地域で育つ中学生を支える

町田市立町田第二中学校

●昭和32年4月　開校
●生徒数
　531名／15学級
●校　長／𠮷川　篤

～町田市立町田第二中学校PTA～

　町田市立町田第二中学校（以下、「町田第二中学校」という。）は、町田駅から徒歩20分、緑豊
かな公園横の高台に位置しています。「生徒が生き生きと学び活動する学校」を目指して、学
校・地域と共に活動しているPTAを紹介します。

　  交流と学習を中心に
　「知・徳・体」のバランスを大切にしている町田第二中学校では、部活動も活発に行われています。PTAの組織として、本部、各
学年委員、広報部、文化部、校外活動部、推薦委員会と共に、部活動部があります。
　部活動部では、各部活動の保護者代表による懇談会を年2回開催し、活動紹介や運営で課題となっていること、部ごとの3年
生を送る「三送会」の具体的な内容についての情報交換等、これまでの経験を次の保護者につなげる会になっています。
　また、今年度は、「都中P（注）第7ブロック会」の幹事校として、8月に「アクティブ・ラーニングのススメ」というテーマで、地域
にある「音楽座ミュージカル」から講師を招き、「感じて動く力」、「場のつくり方」、「他者とのかかわり方」について体験する参
加型の講演会を実施しました。身体を動かしながら楽しく自然に交流する機会となりました。町田第二中学校PTA独自でも、
文化部が企画した「おなか元気教室」等の学習会を開催しています。

　  地域との連携を積極的に
　町田第二中学校がある地域は、以前から「青少年健全育成地区委員会」の原町田地区委員会、
町田東地区委員会との連携が深く、PTAが窓口となって地域行事と中学生をつないでいます。
地域の祭りで、中学生が御神輿の担ぎ手となった年もありました。「ふれあいまつり」や夏の
「キャンプ」では、中学生が裏方としても関わり、会場設営や安全管理、小学生の引率等を行っ
ています。地域行事に参加することで、地域の大人の活動を知り、自分たちの地域での役割の
変化を体験しながら、中学生は成長していきます。
　町田東地区委員会が主催し、多くの小学生や幼児が参加する「子どもマラソン大会」では、
陸上競技部の生徒が準備体操や先導、最終走者に伴走する後走等で活躍しました。
　また、町田第二中学校PTAが主催して「地区懇談会」を開催し、学校、学区内町内会、PTAとの
意見交換を行っています。今年度は、避難所運営ゲームも実施しました。

　  小学校、高校とも連携して
　町田市では、小・中学校9年間の連続性を確保し、学力向上に向けた取組や心身の発達段階に応じたきめ細かな指導を行う
ため、小中学校が連携した様々な取組を行っています。
　町田第二中学校PTAが主催する「二中学区内小学校との懇談会」では、学区内の三つの小学校の校長とPTA役員が参加し、各
校のPTA活動について情報交換するとともに、非常時の対策や、各校の電話連絡網やメール配信等の実情についても意見交換
を行っています。さらに、小学６年生全員が中学校の授業と部活動の両方を体験できる「二中オープンスクール」や小中合同の
引渡し訓練についても話題にします。
　また、PTA文化部が企画し、近隣の都立高校3校を見学するバスツアーを7月に開催し、高校の見学と参加者の交流の機会を
設定しています。

　中学生になると、子供たちの行動範囲が広がり、保護者との距離が変わってきます。中学生が地域社会での自分たちの役割
を体験し、将来や進路について考えるためのサポートをする町田第二中学校PTAの活動は、保護者が交流する中で子育ての悩
みについて話し合い、互いに学び合う場となっています。

注「東京都公立中学校PTA協議会」（以下、「都中Ｐ」という。）では、都内を10のブロックに分け、ブロック内の情報交換や研修
を行っています。都中Ｐでは、広報紙コンクールや研修会を通じて、心豊かな子供を育てるPTA活動を推進しています。

講演会部活動部 おなか元気教室

マラソン大会

８月６日（土）
午前

A（100分） B（40分） D（40分） E（60分）C（100分）

午後

●児童・生徒向け
　「夏休みスペシャル体験講座」
●放課後子供教室関係者参観

●児童・生徒向け
　「夏休みスペシャル体験講座」
●学校関係者参観

学校関係者向け
ガイダンス

【分科会】
学校関係向け導
入事例紹介

【全体会】
学校関係向け連
携事例報告

Ⅱ
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